
当たり負けない身体をつくる栄養学

【シンポジウムにあたつて】

おはようございます。このシンポジウムは、

本学会初の栄養学のシンポジウムを開きたい

ということで、ラグビー、サッカー、アメリ

カンフットボールに共通 したテーマを考えた

結果、いずれもがコンタクトスポーツであり、

強靭なフイジカル (フ ィットネス)を 必要 と

するので、「当たり負けない身体をつ くる栄

養学Jと いうテーマを設定することになりま

した。そして、日本ラグビーフットボール協

会から選手兼コーチの岩漱」健輔先生、す ッ

カーおよびフットサルの代表 としてアスレ

ティックトレーナーの佐保 豊先生、そして

アメリカンフットボールの代表として元指導

者で現在はジャーナリス トの後藤完夫先生、

栄養学の研究者として酒井健介先生、実際の

栄養教育 サポー トの専門家として管理栄養

士の大前 恵先生にシンポジス トを務めてい

ただくことにしました。私は座長の杉浦克己

と中します。よろしくお願いいたします。

本日はこれより2時間の予定でシンポジウ

ムを進めますけれども、最初にそれぞれの先

生方に 15分 間のプレゼンテーションをしてい

ただきます。その後に30分間のパネルディス

カッションを行いたいと思います。パネルデイ

スカッションでは、外国との違い、育成期の

教育の重要性についても議論 し、フロアの皆

さまからも質問をお受けしたいと思います。

このスライドはアメリカの栄養学 運動生

lL学の権威でありますメルヴイン ウイリア

ムズ先生がまとめられた「運動パフォーマン

スを向 上させる囚子J(ヒ11)で す。

運動パフォーマンスを向上させる因子

エネルギーの供綸
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たくさんの因子がありますが、たとえば本

年のワール ドカップサッカー南アフリカ大会

では、これらの因子の応用として高地 トレー

ニングを行い、高地順化と持久力の 何上とを

狙つたわけです。本日は、図 1の右側 2番 目

からの身体に関わる因子を中心に議論を進め

たいと思います。
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チームの栄養アドバイザーを務めた。
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